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「　アートセラピーの各学派のアプローチ　」


	お勧め文
	アートセラピーは、アート（芸術）とセラピー（心理学）の二つの領域が結びついた領域です。しかし、この２つの領域は並立しているのではなく、（「アート」が「セラピー」にかかる形容詞であることから分かるように）心理学の土台の上にアートという手段を用いた領域です。
そのため必然的にアートセラピーは、それが立脚している心理学の学派によって、さまざまに異なるアプローチが存在することになります。

今回は、その中でも代表的なアートセラピーのアプローチを４つ取り上げて、治療上の基本的考え方と実際のやり方の違いを、実習を通して学んでいきたいと思います。
　                                                                　（企画　関　則雄）

	開催日・定員・受講料
	水曜日／１８：３０～２０：３０　定員４５名／受講料　１２，０００円

	講師・内容

各回の開催日

タイトル

講師名・肩書

主な著書

　　　　の順
	講師

　関　則雄　：碧水会長谷川病院アートセラピスト）　　全４回とも
MPS (Master of Professional Studies)　日本芸術療法学会認定芸術療法士　
日本集団精神療法学会認定スーパーバイザー　
　主な著書：

「芸術療法実践講座　絵画療法Ⅱ」（共著）岩崎学術出版社　2009

「新しい芸術療法の流れ クリエイティブ・アーツセラピー」（主編）フィルムアート社、2008
「アート＋セラピー潮流」（共編）フィルムアート社、2002

「芸術療法２ 実践編」（共著）岩崎学術出版社、1998

第１回　２０１０年５月２６日　「フロイト派のアートセラピー」
　ここでのアートセラピーの治療目標は、アートという非言語的な表現媒体を用い、無意識の葛藤の内容を明らかにすることにあります。
キーワード：葛藤理論、自由連想、昇華としての芸術、カタルシス、超自我、夢判断
第２回　２０１０年６月２日 「ユング派のアートセラピー」
　ユング派のアートセラピーでは、アート行為はカタルシスや昇華ではなく、自我が無意識的イメージと積極的な関係を作っていく作業であるととらえます。
キーワード　：　集合的無意識と元型、自己実現/個性化の過程、能動的想像、マンダラ画　　　
第３回　２０１０年６月９日 「対象関係論派のアートセラピー」
　ここでのアートセラピストは、作品というファンタジーにおける移行空間の中で、クライエントが損われた初期の対象関係を修復し、再統合していく手助けをしていきます。
キーワード　：　移行対象、遊びや芸術の領域としての中間領域、抱擁（包容）的環境、程よき母親
第４回　２０１0年６月１６日 「ゲシュタルト療法派のアートセラピー」
　ここでの治療目標は、制作行為の中で今の自分の感情に気づいていき、それをワークすることにより未完結であった葛藤や問題を完結していくことにあります。

キーワード　：　「今、ここ」のアプローチ、未完結なゲシュタルトの完成、感情や身体感覚を通しての気づき、エンプティ・チェア　
　


